
第11号 1994.6

成果、外国人の日本についての手記、内外の日本文化

論や比較文:化論などに興味をもっておられた。そして、

先生が集めておられた本がかなりあるので、これもこ

の文庫に入れていただいた。最近は世界の各地から熊

本大学に留学し、日本や東洋の研究をしている人がか

なりいる。そ鰯ような方々のお役に立つかもしれない

とも考えた。利用して下されば幸いである。

の上述の図書が加わると、熊本大学のゲーテに関する

文献はさらに完備する。調べたわけではなく、私の推

測にしか過ぎないが、日本一の、あるいは世界的にも

注目に値するゲーテ・コレクションになるのではない

であろうか。このコレクションが今後もさらに補充完

備されることを願っている。

Ｂ）ドイツ哲学・文学に関するも鰯このコレクショ

ンは、古い時代の作品も二三あるが、大部分は18世紀

から現代までの約80人の作家や哲学者の全集や単行本、

約30点の時代別やジャンル別に編まれた叢書・選集、

約30人の哲学者や作家に関す愚モノグラフィーなどか

ら成り立っている。

この中に入っているものの中で、私がそのうちゆっ

くり手に取って見たいと思っているものに、Walter

Harich編のＥ・Ｔ.Ａ,ホフマンの全集がある。

ゲーテ時代（18世紀後半から19世紀前半）の研究を

している方は、こ鰯中に誉らにいくつも利用したいと

思う本を見出されることであろう。

「永松文庫」の中の珍しいものとしては、戦後⑳詩

人ギユンター。アイと(1907～1972）の手書きの詩「日

本の木版画」（JaPanischerHclzschnitt）がある。彼

は昭和38年に来日、熊本日独協会の招待を受けて、四

国と阿蘇を経由して熊本まで足を”ばし、自作の詩を

いくつか朗読している。この手書き”詩は、その折に、

作者から先生に感謝の印として贈られたものである。

永松先生は、また、外国人による日本・東洋研究の

永松先生が亡くなられてから間もなく、御令室のヤ

ス子様から先生の蔵書を熊本大学に寄贈したいとのお

申し出があった。それから半年ほど経ってから、教養

部の深堀建二郎氏の協力を得て、休暇中などに暇を見

つけ、図書を選択し、リスト作成に取り掛かった。さ

らに、それをもとにして、仕事の合間に私がアルファ

ベット順に配列したり、分類したりして、どうにか定

年前に目録を仕上げることができた。先生が亡くなっ

てから、早いもので、もう３年８ケ月になる。遅くなっ

たが、先生の愛された蔵書の主要なものが死蔵や散逸

を免れ、「永松文庫」として多くの人の利用に供される

ようになった。亡くなった先生も喜んでおられるので

はないかと思う。

これが実現するまで、前附属図書館長の植村啓治郎

教授、田尻英雄前課長、石井保贋課長、草野隆夫専門

員、栂尾勝征係長、その他多く鰯方にお世話になった。

心から御礼を申し上げたい。

（くりさきさとる前文学部教授独文学）

し
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重要文化財　阿蘇家文書(34巻36冊）
工藤敬一
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るロ宣案である。ともiこ天皇の秘書局である蔵人所

(頭人は広橋国光）から出されたもので宿紙（薄墨紙）

が用いられている。後奈良天皇は、勅使として日野中

納言（烏丸光康）に〔Ｃ〕（表紙）の女房奉書などを持っ

て使者として惟豊のもとに下向し、上階のことを伝達

するとともに、自筆の般若心経を阿蘇社の社頭に納め

るよう命じた。こめ時代、天皇の意志はしばしば
迫うとうのないし

勾当内侍`)女房奉書の形で伝えられた。女房奉書は多

くこのような散し書きで書かれた。そして〔Ｂ〕に見
Ｌ上うけい

える上卿（担当公卿）の広橋兼秀が、これＩこ添えて惟

豊に遣した書状が［､〕である。これらの文書は一括

今回紹介するのは、天文13年（1544）矢部浜の館に

居た大宮司阿蘇惟豊が、従三位に叙せられた際の後奈

良天皇女房奉書および一連の関係文書である。`惟豊は、

兄惟長が守護家菊池氏に迎えられたため、永正４年（1

507）大宮司となった。その後菊池家々督を捨て、大宮

司復帰を図ろ惟長に－時矢部を逐われたが、日向の甲

斐氏の援けを得て復活し、大永、天文年間の30余年に

わたり、大宮司の地'位を保った。

天文13年９月16日惟豊は、禁裏修理料を献上した功

によって、正四位下から従三位に昇叙きれた。〔Ａ〕は

上階のことを告げる後奈良天皇縮旨、〔Ｂ〕は辞令に当

‘



東光原

して勅使によって惟豊にとどけられたものとみられる。

勅使光康は１０月に浜の館に着き、11月１３日には、大内

義隆が勅使下向を祝する書状を惟豊に送っている〔Ｅ〕。

このように従三位昇叙に関わる一連の文書が、まとまっ

て伝来しているのはまことに希有のことである。

なお惟豊は、翌天文14年５月28日阿蘇上宮の成満院・

萬福院以下の一山衆徒にあてて、勅筆の`し､経を社納す

るので大切に保管するように、と指示する書状を送っ

ている。紺紙金泥の般若心経とこの書状は現在阿蘇町

の西厳殿寺に所蔵され、国指定の重要文化財とされて

いる。

たからである。惟豊の場合も、多額の禁裏修理料の献

納の賞であった。おそらく広橋兼秀や烏丸光康も、相

当の斡旋料を得たものと思われる。

(〈どうけいいち文学部教授国史学）

ところで,惟豊は、その後天文

18年には従二位に昇っている。

本来従二位は右大臣・内大臣相

当位であり、従三位は中納言相
くぎよう

当位であって、いずれも公服Ⅱ

(今日の閣僚）の位である。こ

のような高位が戦国時代には阿

蘇氏のような地方豪族にまで与

えられたのである。それは下剋

上の世となり、荘園からの収入

が途絶え、朝廷も貴族もひどい

経済的困窮におちいっており、

高位の官職や位階で権威づけを

ねらう地方の有力武士からの献

金や斡旋料によって、辛うじて

生活を維持するような状況であっ
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，附属図書館の直面する諸課題について
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